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本セッションの目的と論点



標準委員会は1999年の発足。現在、62の標準、5つの英語版標準、
そして10の技術レポートを発行。
新しい検査制度の本格開始、及びCAPやリスク情報活用などによる

事業者の継続的安全性向上の取り組み
IAEA  SAFETY STANDARDSが策定戦略に従い体系的に整備され

ていること
学協会連携の規格・標準（例 リスク情報活用を含めた耐震技術規

程の改定検討）の必要性が向上していること
学協会規格、規制のガイド、民間ガイドライン（ATENA、JANSI、

NRRC）
原子力関連学協会規格類協議会は学協会規格策定活動の一層の強化

に関するステートメントを2回（2012年、2018年）発信

1

背景となる関連キーワード



本セッションでは、標準委員会と事業者の視点から標準活
動に関しての課題を挙げ、その解決への取り組み方針を述
べている。

原子力学会標準委員会は、基盤となる基本方針、共通的基
本的な規範を策定することも含めて「標準」としている。
この考えは、規格標準の体系構造に留まるものでなく、原
子力の安全性向上を継続的に行う諸活動の「基盤」となる。

そこで整合の取れた規格基準体系に基づいた活動を目指す
ために、標準委員会、ステークホルダー全体の取り組み方
針について議論。

2

セッションの目的



学協会規格類協議会のステートメント「原子力安全の向上に向けた学協会活動の
強化」（2018年）の規格策定化活動強化のポイントを踏まえて、標準委員会を含
めたステークホルダー全体が、今後、取り組むべきことは何か？

3

セッションの論点

１．原子力安全に関わるステークホル
ダーの一員として、組織の強化，学協会
規格の品質向上を図るための検討を加速

D 原子力関連学協会規格類
協議会の活用

２．ステークホルダーに対して学協会規
格策定の場の活用を強く働きかけていく

３．学協会の責任，役割，義務について
明確化。国内外の民間団体，関係機関，
規制との意見交換や連携の充実

４．優先度に基づく学協会規格整備計画
の見直しと策定活動の推進

５．新知見の迅速な反映、学協会PR導
入、技術倫理の徹底による規格の高度化
と品質向上への取組み

A 標準の品質向上・体制強化

B 標準委員会と、学協会、規
制機関、事業者、研究機関、
プラントメーカなどの協働

C ヒエラルキーの構築
 関係組織すべてにかかる「基本原則」
 リスク情報活用・保全・設計等の基盤

的行動の規格・標準
 個々の活動の規格・標準


